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シ
ニ
ア

シ
ニ
ア

　
大
野
城

　
大
野
城

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現

大野城市の花「キキョウ」大野城市の花「キキョウ」

　コロナ禍で活動を自粛していましたが、12 月 7 日（火）に日帰り研修旅
行を実施しました。久しぶりの仲間との再会を喜び合い、当日は豪華な食
事に舌鼓を打ち、楽しい時間を過ごすことができました。

23ページに
関連記事

玄海・浜崎海岸にて玄海・浜崎海岸にて

シニアクラブつつじ会シニアクラブつつじ会
日帰り研修旅行日帰り研修旅行 笑顔輝くひととき笑顔輝くひととき



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（2）第 157号（2）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
田
中
　
泰
彦

全
員
で
会
員
増
に
ま
い
進

　

春
風
が
心
地
よ
い
季
節
と
な

り
皆
様
に
は
、
い
よ
い
よ
ご
清
祥

の
由
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

先
日
は
、
令
和
4
年
度
通
常
総

会
お
よ
び
令
和
3
年
度
大
野
城

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
の

皆
様
の
ご
出
席
を
得
て
、
井
本
市

長
や
、
ご
来
賓
の
皆
様
方
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の

場
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
通
せ

な
い
中
、
感
染
防
止
対
策
に
留
意

さ
れ
、
日
頃
か
ら
ご
活
躍
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
ご
苦
労
に
対
し
衷

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後

も
大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
発
展
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る

ご
活
躍
と
ご
尽
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
も
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
諸
行
事
を
大
幅
に
修
正

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
役
員
会
や
理
事
会
、
研
修
会
、

請
演
会
等
の
諸
会
合
、
囲
碁
・
将

棋
大
会
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

に
つ
い
て
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
密
を
回
避

で
き
な
い
と
判
断
し
中
止
し
た「
シ

ニ
ア
の
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
の
大
野
城
市
市
制
50
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
ま
ど
か
ぴ
あ

大
ホ
ー
ル
工
事
完
了
後
、
来
年
2

月
末
に
開
催
予
定
で
す
。
こ
れ
を

契
機
と
し
て
、
次
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数

の
推
移
に
よ
っ
て
は
影
響
を
受
け

る
た
め
、
実
施
要
領
の
変
更
、
延

期
、
中
止
な
ど
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
4
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が

手
指
の
消
毒
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

三
密
の
回
避
な
ど
基
本
的
な
対
策

を
改
め
て
徹
底
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
昨
年
度
同
様
、
会
員
の
皆
様

方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
近
年
、
会
員
数
の
減
少

傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
令
和
４

年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を

増
や
し
、
一
日
で
も
長
く
健
康
寿

命
を
延
ば
し
、
お
互
い
に
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
、
諸
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
を
は
じ
め

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
今

年
度
も
と
も
に
頑
張
っ
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



シニア大野城シニア大野城（3）第 157号（3）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

　

4
月
22
日
（
金
）、
令
和
4
年

度
通
常
総
会
を
大
野
城
市
ま
ど

か
ぴ
あ
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
当
日
は
、
井
本
宗
司
市
長

1010
年
ぶ
り
規
約
改
定
し
始
動

年
ぶ
り
規
約
改
定
し
始
動

◆
令
和
4
年
度
通
常
総
会
◆

を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方

に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
田
中
泰
彦
会
長
よ
り

「
全
国
的
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
減

少
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
大
野

城
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
今
年
度
も

引
き
続
き
会
員

増
強
運
動
に
努

め
、
一
人
で
も

多
く
の
仲
間
を

増
や
せ
る
よ
う

に
コ
ロ
ナ
対
策

を
徹
底
し
た
上

で
積
極
的
に
活

動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
」
と
、

力
強
い
あ
い
さ

つ
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年

度
の
通
常
総
会

で
は
、
約
10
年

ぶ
り
に
事
業
や
会
議
、
表
彰
等
の

規
約
お
よ
び
規
定
を
見
直
し
、
改

正
案
の
審
議
も
行
い
ま
し
た
が
、

全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
24
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

井本宗司市長をはじめ来賓の皆さん井本宗司市長をはじめ来賓の皆さん

田中泰彦会長あいさつ田中泰彦会長あいさつ



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（4）第 157号（4）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

役 職 氏 名 単位クラブ

監    査 黒木 與士朗 上 筒 井

監    査 小國 紀美子 乙 金

監　査

地 区 氏 名 単位クラブ

南 小川　隆夫 つ つ じ 会

中 央 今口　恒夫 東 大 利

北 城 戸 　 康 治 仲 島

東 原　　 敏夫 大 池

地区世話人

役 職 氏 名 単位クラブ

部 長 末吉　 博子 月 の 浦

副 部 長 川迫　 洋子 乙 金 東

部 員 3 0 名

女　性　部（30名）

役 職 氏 名 単位クラブ

会 　 　 長 田中　 泰彦 瓦 田

副  会  長 鬼塚　 春光 雑 餉 隈 町

副  会  長 藤　 千賀子 井 の 口

事 務 局 長 豊永　 蘭子 南ヶ丘１区

経 理 部 長 萩尾　 幸紀 瓦 田

福 祉 部 長 権藤　 邦彦 南ヶ丘２区

体 育 部 長 羽多野 隆司 釜 蓋

広 報 部 長 古賀　 武生 下 大 利

女 性 部 長 末吉　 博子 月 の 浦

役　員
役 職 氏 名 単位クラブ
副 部 長 森 　 　  顕 月 の 浦

鳥巣　 豊子 南ヶ丘１区
部 長 権藤　 邦彦 南ヶ丘２区

小川　 隆彦 つ つ じ 会
副 部 長 井上　 善久 上 大 利

平山 美穂子 下大利団地
仲村　 和行 白 木 原
黒木 與士朗 上 筒 井
河波　 宏道 山 田
安田　 清隆 乙 金 台

福　祉　部（10名）

役 職 氏 名 単位クラブ
手塚　隆行 牛 頸 1 組
戸渡　　慧 牛頸悠々会

副 部 長 諌山　美昭 若 草
岡部　　茂 下 筒 井
倉地美智雄 栄 町
染原　章三 畑 詰

部 長 羽多野隆司 釜 　 蓋
鎌土　正雄 釜 　 蓋
西田　洋子 中
小國紀美子 乙 　 金
諌山　　登 乙 金 東

副 部 長 原　　敏夫 大 池

体　育　部（12名）

役 職 氏 名 単位クラブ
中山　　貢 平 野 台

部 　 長 古賀　武生 下 大 利
今口　恒夫 東 大 利

副 部 長 城戸　康治 仲 島

広　報　部（4名）

令和4年度�大野城市シニアクラブ連合会役員名簿



シニア大野城シニア大野城（5）第 157号（5）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

地区 単位クラブ名 会　長 副会長 副会長 ○女性部地区代表

南

牛頸 1 組シニアクラブ 手 塚 　 隆 行 藤 林 　 陸 紀 村 上 　 和 子

シニアクラブ牛頸悠々会 戸 渡 　 　 慧 細 河 　 勝 嘉 島 崎 　 君 恵

若草シニアクラブ 諌 山 　 美 昭 東 　 　 義 敏 永 井 　 康 子

月の浦シニアクラブ 森 　 　 　 顕 末 吉 　 博 子 蒲 原 ひ と み

平野台シニアクラブ 中 山 　 　 貢 前 田 　 幸 記 高 椋 久 美 子

南ヶ丘 1 区シニアクラブ 鳥 巣 　 豊 子 松 﨑 　 正 和 吉 田 紀 世 子 〇南地区

南ヶ丘 2 区シニアクラブ 権 藤 　 邦 彦 武 藤 　 昭 雄 市 川 　 律 子

シニアクラブつつじ会 小 川 　 隆 夫 丸 田 　 忠 光 宮 崎 　 育 子

中央

上大利シニアクラブ 井 上 　 善 久 井 上 　 一 雄 井 上 　 一 子

下大利シニアクラブ 古 賀 　 武 生 西 　 　 政 利 山 田 ミ サ 子 〇中央地区

東大利シニアクラブ 今 口 　 恒 夫 八 尋 　 敏 春 真 崎 　 稀 子

下大利団地シニアクラブ 平 山 美 穂 子 河 野 　 　 弘 藤 　 　 紀 代

白木原シニアクラブ 仲 村 　 和 行 岡 本 満 里 子 山 内 　 昌 子

瓦田シニアクラブ 萩 尾 　 幸 紀 松 本 　 良 美 松 村 　 笙 子

北

上筒井シニアクラブ 黒 木 與 士 朗 熊 本 　 主 計 田 中 　 七 海

下筒井シニアクラブ 岡 部 　 　 茂 冨 田 　 勝 彦 日 永 田 圭 子

山田シニアクラブ 河 波 　 宏 道 永 田 　 邦 彦 染 原 千 鶴 子

雑餉隈町シニアクラブ 鬼 塚 　 春 光 冨 田 　 宏 輔 千 原 　 洋 子

栄町シニアクラブ 倉 地 美 智 雄 石 倉 　 哲 夫 石 倉 千 恵 子

仲島シニアクラブ 城 戸 　 康 治 井 浦 　 　 満 井 上 マ サ エ 〇北地区

畑詰シニアクラブ 染 原 　 章 三 阿 部 　 敏 行 阿部　あつ子

東

釜蓋シニアクラブ 鎌 土 　 正 雄 渕 江 　 孝 男 金 丸 　 　 清

井の口シニアクラブ 藤 　 千 賀 子 永 井 　 満 夫 木 下 　 榮 子

中シニアクラブ 西 田 　 洋 子 浅 田 　 貢 代 末 延 　 敏 子

乙金シニアクラブ 小 國 紀 美 子 田 中 　 利 興 古 賀 　 良 枝

乙金東シニアクラブ 諌 山 　 　 登 森 山 由 起 子 川 迫 　 洋 子 女性副部長

乙金台シニアクラブ 安 田 　 清 隆 黒 木 　 正 盛 湯 田 　 榮 子

大池シニアクラブ 原 　 　 敏 夫 増 田 　 幸 造 尾 﨑 　 浩 子 〇東地区

※網掛け名は新任

令和4年度�単位クラブ会長・副会長名簿



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（6）第 157号（6）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

支出の部（単位 : 円）

項　　　目 3年度予算額 3年度決算額 4年度予算額

1.事務局費

1,456,000 1,471,011 1,902,000
1.会議費 120,000 30,503 145,000
2.総会費 70,000 96,485 100,000
3. 表彰経費 76,930 88,000
4.役員手当 322,000 322,000 410,000
5.費用弁償 185,000 185,000 185,000
6.旅費・役員等研修費 200,000 37,240 220,000
7.事務費 200,000 211,923 220,000
8.慶弔費 10,000 30,000 20,000
9.渉外費 10,000 500 5,000
10.県（地区）老連負担金 159,000 158,915 159,000
11.雑費 180,000 321,515 350,000

2.福祉部会費

700,000 454,587 725,000
1.囲碁・将棋大会費 60,000 46,409 50,000
2.友愛活動研修費 210,000 250,815 250,000
3.シニアのつどい 410,000 151,710 410,000
4.部会会議費 20,000 5,653 15,000

3.広報部会費

1,320,000 260,517 1,400,000
1.会報編集費 235,000 234,111 240,000
2.講演会費 25,000 21,350 25,000
3.理事等研修費 1,050,000 0 1,120,000
4.部会会議費 10,000 5,056 15,000

4.体育部会費

415,000 323,318 431,180
1.施設利用費 14,520 36,180
2.体力測定会 60,000 45,403 55,000
3.ゲートボール大会費 45,000 36,271 40,000
4.ペタンク大会費 65,000 49,177 55,000
5.グラウンド・ゴルフ大会費 130,000 90,890 150,000
6.県グラウンド・ゴルフ大会費 30,000 34,400 33,000
7.県ペタンク大会費 30,000 26,800 26,000
8.県ゲートボール大会費 35,000 21,000 21,000
9.部会会議費 20,000 4,857 15,000

5.女性部会費
110,000 56,505 110,000

1.研修費 90,000 56,505 90,000
2.部会会議費 20,000 0 20,000

6.予備費
1,119,462 0 1,815,911

1.予備費 1,119,462 0 1,815,911
7.繰越金 2,541,758 0

支 出 合 計 5,120,462 5,107,696 6,384,091



シニア大野城シニア大野城（7）第 157号（7）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

項　　　目 3年度予算額 3年度決算額 4年度予算額

1.繰越金
2,093,762 2,093,762 2,541,758

1.前年度繰越金 2,093,762 2,093,762 2,541,758

2.負担金
301,500 300,650 590,000

1.単位クラブ負担金 301,500 300,650 590,000

3.市補助金

1,317,200 1,318,133 １,335,380
1.運営補助金 365,000 361,040 360,000
2.重点事業補助金 126,000 126,000 126,000
　指導者育成事業 126,000 126,000 126,000
3.会報出版補助金 200,000 200,000 200,000
4.スポーツ大会補助金 327,000 314,520 336,180
　①スポーツ大会 300,000 300,000 300,000
　②施設利用 27,000 14,520 36,180
5.福祉バス補助金 39,200 39,200 39,200
6.講演会講師料補助金 20,000 20,000 20,000
7.基金利子 30,000 34,373 34,000
8.高齢者ネットワーク補助金 110,000 123,000 120,000
9.福祉事業補助金 100,000 100,000 100,000

4.市社会福祉協議会補助金
450,000 656,857 600,000

1.共同募金配分金 450,000 656,857 600,000

5.県老連補助金
158,000 166,000 163,000

1.県老連補助金 125,000 133,000 130,000
2.健康づくり新事業費 33,000 33,000 33,000

6.その他の収入
800,000 572,294 1,000,000

1.一部負担金 550,000 26,000 550,000
2.雑収入 250,000 546,294 450,000

７.予備費 ０ 153,953
収 入 合 計 5,120,462 5,107,696 6,384,091

（内訳）　普通預金��2,501,758円�／�現　金�　40,000円

収入　5,107,696円　　支出　2,565,938円　　差引残　2,541,758円

収入の部（単位 : 円）

令和3年度収支決算および令和4年度収支予算



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（8）第 157号（8）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

月別 担　当 行　　事　　名 実施日 摘　　　　要

1０

体育部 第34回グラウンド・ゴルフ大会
（個人戦） 4（月）

多目的Ｇ、選手31グループ・179名を含む193
名参加、①森顕（月の浦）②甲斐良子（乙金東）③
城戸宏枝（栄町）④斎藤浩（釜蓋）⑤釋清治（畑詰）

同上 県老連ペタンク大会 5（火） 小郡市、中・上大利チーム14名参加
同上 県老連グラウンド・ゴルフ大会 11（月） 岡垣町、選手4名を含む9名参加

事務局 県老連市町村老連会長会議 15（金） クローバー、会長
女性部 福岡地区老連女性部長会議 19（火） クローバー、女性部長

体育部 県老連ゲートボール大会 21（木） 春日市、上大利・栄町チーム（一部補充）
18名参加

事務局 県老連会長表彰式 26（火） 福岡国際会議場、受賞者：豊永蘭子・長濱剛・渡邊
浩見

女性部 女性部研修会 29（金） 交流研修会準備、五目お手玉、31名参加

11

女性部 春日市シニア連との交流研修会 5（金） 春日市、28名参加
南地区 南地区文化体育事業 7（日） 平野小、五目お手玉大会、97名参加
広報部 広報部主催健康講演会 9（火） 福祉センター、水内看護師他1名、58名参加
北地区 北地区文化体育事業 14（日） 北コミ、五目お手玉大会、93名参加
事務局 福岡地区老連事務局長会議 18（日） クローバー、事務局長
中地区 中央地区文化体育事業 23（火） 中央コミ、五目お手玉大会、61名参加
東地区 東地区文化体育事業 24（水） 多目的Ｇ、グラウンド・ゴルフ大会、53名
事務局 県老連リーダー研修会 25（木） クローバー、女性新任会長等5名参加
南地区 南地区ペタンク大会 29（月） 牛頸多目的広場、87名参加

12

事務局 県老連健康を進める研修会 2（木） クローバー、会長・諌山体育副部長
同上 県老連体力測定講習会 9（木） 中間市、会長
同上 県市町村老連会長研修会 14（火） 福岡商工会議所、会長

福祉部 愛の一声・友愛訪問 下　旬 90歳以上会員対象、単位クラブ会長計画
体育部 第7会体力測定 21（火） 総合体育館、65名参加
女性部 女性部健康講演会 23（木） 福祉センター、山田管理栄養士他1名、27名

令和3年

１

事務局 県単位クラブ新任会長研修会 13（木） クローバー、新任単位クラブ会長9名
広報部 会報第165号発行 15（土）

事務局 県老連高齢者ネットワーク
推進事業事務説明会 20（木） クローバー、事務局長、女性副部長

２
女性部 女性部研修会 8（火） 福祉センター、次年度活動計画など、24名参加
事務局 福岡地区老連理事会 22（金） クローバー、会長

３

中地区 中央地区ペタンク大会 3（木） 三兼池G、会長　40名参加

事務局 3月理事会
引続き地区別単位クラブ会長会議 17（木） 福祉センター

事務局 決算役員会、総会など準備 25（金） 福祉センター、本部役員



シニア大野城シニア大野城（9）第 157号（9）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

令和3年度�事業報告

月別 担　当 行　　事　　名 実施日 摘　　　　要

毎月
事務局 定例役員会 第2月曜日 役員
同上 定例理事会 第3木曜日 役員・単位クラブ会長・女性部役員

一部変更

4

同上 会計監査 1（木） 監査2名、会長他2名立会い
同上 総会事前打ち合わせ 5（月） 多目的ホール、本部役員　
同上 新旧理事会 15（木） 終了後、各部会開催
同上 通常総会、表彰式準備 20（火） 他目的ホール、本部役員、瓦田会長2名
同上 通常総会、表彰式 22（木） 他目的ホール、表彰式　⇒通常総会
同上 役員交替に伴う業務引継ぎ 23（金） 副会長、福祉部長、広報部長、女性部長

5

事務局 福岡地区老連通常総会 7（金） クローバー、会長

体育部 第38回ゲートボール大会 11（火） 多目的G、8チーム、45名参加、
①上大利・②栄町③瓦田C

広報部 会報第154号発行 15（土）
事務局 5月理事会等 20（木） 2組に区分し理事会開催後、各部会開催
女性部 春日市シニア連と事前調整会議 26（水） 福祉センター、女性部長・同副部長・事務局長

6
事務局 6月理事会等 16（水） 福祉センター、終了後、福祉部・広報部会開催
同上 募金配分金決定通知交付式　 18（金） 福祉センター、会長・事務局長・経理部長

女性部 女性部研修会 21（月） 福祉センター、30名参加

7
福祉部 第40回囲碁・将棋大会 6（火）

福祉センター、囲碁26名・将棋6名参加。
囲碁段位の部「①永田清（南ヶ丘2区）・②松井恒
雄（つつじ会）・③前田幸記（平野台）」、
囲碁級位の部「①益田昭（井の口）・②時藤駿二

（若草）・③中山貢（平野台）」、
将棋の部「①松本良美（瓦田）・②上野新生（つつ
じ会）・③山浦良登（瓦田）」

広報部 広報部主催講演会 20（火） 福祉センター、講師：林田スマ氏、64名参加
事務局 県相互支援リーダー研修会 29（木） クローバー、新任単位クラブ会長9名出席

8
事務局 市町村老連事務局長研修会 5（木） クローバー、事務局長
福祉部 愛の一声・友愛訪問 上　旬 入院会員対象、単位クラブ会長計画による

9

広報部 会報第155号発行 15（水）
事務局 老人の日 15（水） 老人週間15日〜21日

福祉部 高齢者相互支援関連研修会 21（火） 15名参加、引続き理事会、
終了後、地区別単位クラブ会長会議



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（10）第 157号（10）

私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

月別 担　当 行　事　名 実　施　日 摘　要

10

体育部 県老連ペタンク大会 5日（水） 予備10月6日（木）

事務局 地区老連事務局長会議 12日（水） クローバープラザ

女性部 県老連女性リーダー研修会 14日（金） クローバープラザ

事務局 県老連理事会 21日（金） クローバープラザ

体育部 県老連ゲートボール大会 27日（木） 春日市（予備10月28日（金））

南地区 南地区文化体育事業 30 日（日） 南コミ、五目お手玉

11

北地区 北地区文化体育事業 13日（日） 北コミ、芸能祭

事務局 相互支援リーダー研修会 17日（木） 座長：古賀市、事例発表：春日・大野城市

同　上 県老連会長表彰式 下　旬 細部未定

中地区 中央地区文化体育事業 23日（水） 中央コミ、芸能祭

広報部 理事等研修会 29・30日（火・水） 日帰り（11月29日（火））または一泊二日

12

女性部 女性部研修会 2日（金） 福祉センター3階大会議室

体育部 健康を進める運動研修会 9日（金） クローバープラザ

広報部 広報部主催講演会 13日（火） 福祉センター3階大会議室

事務局 県・市町村老連会長研修会 15・16日（木・金） 一泊二日、会長

福祉部 愛の一声・友愛訪問 下　旬 90歳以上会員対象、単位クラブ会長計画

令和5年

1

広報部 会報第159号発行 15日（日）

福祉部 相互支援事業事務説明会 19日（木） クローバープラザ、事務局長、女性副部長

事務局 県老連理事会 27日（金）

2

東地区 東地区文化体育事業 5日（日） 東コミ、芸能祭

体育部 県老連ペタンク講習会 9日（木） 古賀市

事務局 地区老連第3回理事会 14日（火） クローバープラザ、会長

同　上 シニアの集い 28日（火） まどかぴあ大ホール、表彰式、音楽の集い

3

事務局 通常総会準備 下　旬 細部別示

同　上 県老連理事会 16日（木） クローバープラザ

経理部 決算役員会 24日（金） 福祉センター 2 階中会議室



シニア大野城シニア大野城（11）第 157号（11）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

月別 担　当 行　事　名 実　施　日 摘　要

毎月
事務局 定例役員会

理事会資料参照
福祉センター2階中会議室、役員

同　上 定例理事会 福祉センター3階大会議室、理事

4

経理部 会計監査 1日（金） 本部事務室

事務局 新旧理事会 18日（月） 福祉センター3階大会議室、新旧理事

同　上 通常総会
（令和3年度連合会表彰式を含む） 22日（金） まどかぴあ多目的ホール、新旧理事・単位

クラブ副会長（男性・女性）受賞者

5

事務局 福岡地区老連総会 11日（水） クローバープラザ、会長

東地区 東地区グラウンド・ゴルフ大会 12日（木） 多目的Ｇ（予備5月16日（月））、
個人戦予選、東地区計画により開催

広報部 会報第157号発行 15日（日）

体育部 第31回ペタンク大会 24日（火） 多目的Ｇ（予備5月31日（火））

事務局 県老連定時社員総会・理事会 24日（火） クローバープラザ、会長

6

女性部 女性部研修会 2日（木） 福祉センター3階大会議室

事務局 県老連単位クラブ
新任会長研修会 7日（火） クローバープラザ、単位クラブ新任会長

同　上 福岡地区老連理事・事務局長・
女性部長合同研修会 16・17日（木・金） 一泊二日、会長、事務局長、女性部長

体育部 第35回グラウンド・ゴルフ大会 21日（火） 多目的G、個人戦（6月22日（水））

7

体育部 体力測定会 5日（火） 総合体育館2階全面等

広報部 広報部主催講演会 12日（火） 福祉センター3階大会議室

福祉部 第41回囲碁・将棋大会 22日（金） 福祉センター3階大会議室、2階中会議室

広報部 県老連広報紙づくり研修会 28日（木） クローバープラザ

8

事務局 市町村老連事務局長研修会 1日（月） 日帰りの場合、事務局長

同　上 市町村老連事務局長研修会 4・5日（木・金） 宿泊の場合、事務局長

福祉部 愛の一声・友愛訪問 上　旬 入院会員対象、単位クラブ会長計画

同　上 大野城市高齢者総合支援
業務の研修および引き継ぎ 23日（火）

福祉センター3階小会議室
会長・両副会長・事務局長・福祉部長・同副
部長・女性部長・同副部長（8名）

事務局 県老連理事会 24 日（水） クローバープラザ、会長

女性部 女性部研修（講演）会 25 日（木） 福祉センター 3 階大会議室

9

体育部 第39回ゲートボール大会 8日（木） 瓦田忠魂塔前広場（予備9月12日（月））

事務局 県・市町村老連会長会議
理事会 13日（火） クローバープラザ、会長（予備9月16日（金））

体育部 県老連グラウンド・ゴルフ大会 15日（木） 岡垣町（予備 9 月 16 日 ( 金 ))

広報部 会報紙第158号発行 15日（木）

事務局 老人の日 15日（木） 老人週間（15日〜21日）

同　上 全国一斉「社会奉仕の日」 20日（火） 単位クラブ会長計画による

同　上 地区老連第2回理事会 22日（木） クローバープラザ、会長

女性部 地区老連女性部長会議 28日（水） クローバープラザ

体育部 県老連体力測定講習会 30日（金） 久留米市

" 活力ある長寿社会の実現をめざし、引き続き次の重点方針を定める "

　1.『各単位クラブ 3% 以上の会員増強運動』
　2. 『のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを』

令和4年度�事業計画
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受賞者代表の川添雅之氏（右）へ受賞者代表の川添雅之氏（右）へ
賞状と記念品が贈呈されました賞状と記念品が贈呈されました

受賞者の皆さん受賞者の皆さん
おめでとうございますおめでとうございます

牛頸１組シニアクラブ� 本田ヤスヱ　
牛頸１組シニアクラブ� 高田　妙子　
シニアクラブ牛頸悠々会� 小谷　つや子
シニアクラブ牛頸悠々会� 白水　淳子　
若草シニアクラブ� 森部　邦彦　
月の浦シニアクラブ平成の会� 末光　勉　　
月の浦シニアクラブ平成の会� 横山　幸子　
平野台シニアクラブ平寿会� 川添　雅之　
平野台シニアクラブ平寿会� 高木　弘道　
南ヶ丘一区シニアクラブ楽寿会� 井上　鎮雄　
南ヶ丘一区シニアクラブ楽寿会� 堀川　正明　
シニアクラブつつじ会� 田中　広之　
シニアクラブつつじ会� 上野　新生　
下大利シニアクラブ白寿会� 石橋　廣之　
下大利シニアクラブ白寿会� 山畑　玩子　
東大利シニアクラブ万年青会� 林　健二郎　
下大利団地シニアクラブもちのき会� 平　宏文　　
瓦田シニアクラブ明寿会� 松村　脩助　
瓦田シニアクラブ明寿会� 光吉　十四子
下筒井シニアクラブ宝寿会� 吉永　誠二　
山田シニアクラブ� 香野　信儀　
山田シニアクラブ� 山﨑　登美子
山田シニアクラブ� 香野　チズル
雑餉隈町シニアクラブ敬友会� 太田　純子　
仲島シニアクラブ� 八尋　節美　
仲島シニアクラブ� 村上　公子　
釜蓋シニアクラブ� 原　和子　　
釜蓋シニアクラブ� 山根　恵美子
井の口シニアクラブ� 古賀　生子　
中シニアクラブ� 松本　公子　
乙金シニアクラブ� 迫田　清　　
乙金東シニアクラブ� 川辺　修子　
乙金台シニアクラブ� 黒木　正盛　
乙金台シニアクラブ� 佐々木トヨ子
大池シニアクラブ� 黒木　洋子　

令和 3 年度 大野城市シニアクラブ連合会
会長表彰受賞者一覧

（敬称略）（敬称略）

令和 3 年度大野城市シニアクラブ連合会会長表彰

長
年
の
功
績
に
感
謝

�

35
名
を
表
彰

受賞者代表受賞者代表

　今回の表彰は、皆さんに支えられてここま
でやってこられたと思い、感謝しています。
　私の健康の秘訣は、グラウンド・ゴルフで
す。その他にもクラブの活動に積極的に参加
し、外に出ることが日々の楽しみになってい
ます。これからも自分のため、クラブのため
にまだまだ頑張ってまいります。

川添　雅之さん（88）
【平野台シニアクラブ】



シニア大野城シニア大野城（13）第 157号（13）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

山
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

南
ヶ
丘
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

山
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
友
好
会
の
活
動
と
、

発
足
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

練
習
は
、
毎
週
月
、
水
、
金
曜

日
は
第
一
会
場
の
山
田
公
園
に
て
、

火
、
木
、
土
曜
日
は
第
二
会
場
の
山

田
北
公
園
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
始
め
る

前
に
朝
８
時
頃
よ
り
場
内
清
掃
、
設

営
を
し
、
８
時
30
分
ス
タ
ー
ト
、
10

時
30
分
前
後
に
終
了
す
る
強
行
日

最
高
齢
者
は

最
高
齢
者
は
9595
歳歳

　
　
　

　
　
　

G
G
G
G
友
好
会

友
好
会

松
尾　

正
勝

松
尾　

正
勝

週
末
の
お
楽
し
み

週
末
の
お
楽
し
み

��

フ
ラ
イ
デ
ー
の
集
い

フ
ラ
イ
デ
ー
の
集
い

��

会
長　

鳥
巣　

豊
子

会
長　

鳥
巣　

豊
子

程
で
す
。

　

毎
月
末
の
土
曜
日
は

記
録
会
を
行
い
、
７
月

に
夏
期
大
会
、
12
月
に
冬
期
大
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
日
曜
祝

日
、
雨
天
、
夏
休
み
約
１
カ
月
半
、

冬
休
み
１
カ
月
で
す
。

　

友
好
会
は
２
０
０
７
年
７
月
に

創
立
し
、
会
則
起
草
し
、
現
在
は
、

会
員
が
男
性
12
名
、
女
性
15
名
の
計

27
名
で
す
。
最
高
齢
者
は
男
性
95

歳
、
女
性
90
歳
で
、
今
年
７
月
に
は
、

友
好
会
創
立
15
周
年
記
念
大
会
を

盛
大
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

以
前
は
年
２
回
親
睦
会
、
忘
年
会
、

一
泊
旅
行
、
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
て
再

開
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
イ
デ
ー
の
集
い
は
「
週
に
一
度

は
、
み
ん
な
で
会
い
た
い
な
」
と
い
う

想
い
か
ら
誕
生
し
、毎
週
金
曜
日
に「
憩

の
家
」
に
集
ま
り
、
会
員
以
外
の
人
に

も
声
を
か
け
、
様
々
な
こ
と
を
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

第
１
週
目
は
「
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と

題
し
、
カ
ラ
オ
ケ
設
備
の
あ
る
「
憩
の

家
」
で
童
謡
、
小
学
唱
歌
、
昭
和
歌
謡

等
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
週
目
は
偶
数
の

月
（
年
６
回
）
に
資
源
回

収
を
し
て
い
ま
す
。
毎
回

20
名
以
上
が
参
加
し
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
３
台
で
区
内

を
ま
わ
り
、
得
た
資
金
は

会
の
活
動
に
使
う
、
ク
ラ

ブ
に
と
っ
て
重
要
な
資

金
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奇
数
の
月
は
日

本
古
来
の
行
事
に
幼
い

頃
の
思
い
出
を
託
し
、
昨

年
７
月
は「
七
夕
ま
つ
り
」

手
製
の
短
冊
に
願
い
を
こ
め
て
。
12
月

は
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
行

い
懐
か
し
い
曲
に
合
わ
せ
ダ
ン
ス
を

楽
し
み
ま
し
た
。
３
月
は
「
ひ
な
ま
つ

り
」
で
可
愛
い
ひ
な
人
形
を
飾
り
「
甘

酒
と
ひ
な
あ
ら
れ
」
を
味
わ
い
、
ひ
な

人
形
に
ち
な
ん
で
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
を

歌
い
楽
し
み
ま
し
た
。
第
３
週
、
第
４

週
は
身
体
を
動
か
す
た
め
、ペ
タ
ン
ク
、

五
目
お
手
玉
、
ダ
ー
ツ
な
ど
、
そ
の
月

の
気
候
に
合
わ
せ
室
内
、
室
外
で
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
の
他
、
年
３
回

の
定
例
会
、
年
２
回
の
日
帰
り
旅
行
、

講
演
会
、
公
民
館
、
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

年
中
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
ク
ラ
ブ
も
20
名

以
上
の
伝
統
あ
る
カ
ラ

オ
ケ
部
を
は
じ
め
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
、
手

芸
部
、
ペ
タ
ン
ク
部
の
４

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
趣
味
に
あ
わ
せ

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
会
員

が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
な
が
ら
心
の
窓
を
大

き
く
開
い
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

紹介ク
ラ
ブ
活
動

クリスマスを満喫クリスマスを満喫

しっかり狙いを定めてしっかり狙いを定めて

一打に集中一打に集中



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（14）第 157号（14）

　

大
野
城
市
は
、
令
和
４
年
４
月

１
日
に
市
制
50
周
年
の
記
念
す
べ

き
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
改

め
て
、
地
域
と
と
も
に
本
市
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
大
野
城
市
で
は
、
市
制

50
周
年
に
あ
た
っ
て
、「
歴
史
を

受
け
継
ぎ　

未
来
へ
つ
な
げ
る　

ま
ど
か
な
市
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
、
先
人

た
ち
が
積
み
上
げ
て
き
た
「
こ
れ

ま
で
」
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な

が
ら
、
１
０
０
年
先
の
未
来
を
見

据
え
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
す
る
市
民
の
皆
様
の
想
い
が 大

野
城
市
長�

井
本
　
宗
司

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
年
３
月

末
ま
で
、
市
民
の
皆
様
が
参
加
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
様
々
な

記
念
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
市
制
50
周
年
を
契

機
に
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
歴
史
や

伝
統
を
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
繋

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
に
「
心

の
ふ
る
さ
と
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
都
市
大
野

城
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

本
市
施
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

市
制
50
周
年
記
念
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　現在の市域が一つの自治体として発
足したのは、明治 22 年の村制の施行
による大野村の誕生で、当時の人口は
3,855 名でした。その後、昭和 25 年に
町制を施行し大野町となり、この頃か
ら人口の流入が始まりました。この傾
向は、昭和 30 年代の後半から強まり、
人口の急増が続きます。このような中
で昭和 47年の４月に市制を施行し、平
成 28 年８月には人口 10 万人に達しま
した。そして、令和４年４月１日に市
制 50周年の記念すべき節目の年を迎え
ました。

昭和47年4月に市制施行
「大野町」から「大野城市」へ

市制50周年
記念事業を実施しています

　市制 50 周年を記念し、４月１日の
オープニングセレモニーを皮切りに
様々な事業を実施しています。
　４月１日のオープニングセレモニー
では、筑紫中央高校生による吹奏楽の
演奏、書道部のパフォーマンス、まど
か広場の名称披露、ラッピングバスの
お披露目、未来配達便の配送、記念植
樹を実施しました。
　４月３日には、下大利新駅舎プレオー
プンイベントとして、高架線路ウォー
ク、駅前広場でマルシェを実施しまし
た。まだまだ様々な事業を予定してい
ますので、シニアクラブの皆様もこれ
からのイベントにぜひご参加ください。

特 集特 集



シニア大野城シニア大野城（15）第 157号（15）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

～大野城市市制 50 周年記念事業のご案内～～大野城市市制 50 周年記念事業のご案内～

◆まどかマルシェ・廃線ウォーク
　《期日》9月 10�日（土）�
　《会場》�西鉄春日原駅付近、下大利駅付近、　白木原駅付近、市役所まどか広場

◆市制50�周年記念式典
　《期日》12�月 4�日（日）
���《会場》�まどかぴあ

◆ペットボトルキャップモザイクアート
　《作成期間》令和4年 7�月～令和 5�年 3�月�※市制 50�周年記念式典でお披露目

◆クロージングセレモニー
　《期日》令和5�年 3�月 31�日（金）
　《会場》市役所まどか広場

◆市制50�周年記念「明日へのメッセージ」
　クロージングセレモニー内で実施

◆プロジェクションマッピング
　クロージングセレモニー内で実施

◆みらいの自分、大切な人へ手紙を書こう
　《期間》令和4年 4月～令和5年 3月

筑紫中央高校書道部パフォーマンス

下大利新駅舎高架線路ウォーク

下大利新駅舎駅前マルシェ

ラッピングバスお披露目



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（16）第 157号（16）

マ
イ
カ
ー
の
思
い
出雑餉

隈
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
太
田
　
克
彦

45
歳
で
免
許
取
得

自
宅
に
作
っ
た
駐
車
場

路
面
凍
結
の
恐
怖

随
筆
ひ
ろ
ば

随
筆
ひ
ろ
ば

運
転
免
許
証
は
令
和
6
年
7
月
ま

で
有
効
で
あ
る
が
、
令
和
３
年
10
月

の
車
検
を
機
に
81
歳
で
マ
イ
カ
ー
を

手
放
し
た
。

前
後
し
て
雑
餉
隈
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
員
の
昭
和
6
年
生
ま
れ
、
同
10
年

生
ま
れ
、
同
13
年
生
ま
れ
、
同
14
年

生
ま
れ
の
４
氏
も
マ
イ
カ
ー
を
手
放

し
た
。

運
転
免
許
は
昭
和
61
年
4
月
に
、

当
時
の
勤
務
地
の
北
九
州
市
で
45
歳

の
時
に
取
得
し
た
。
免
許
取
得
を
躊

躇
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
身
内
の
不

運
な
出
来
事
に
よ
る
。

父
が
昭
和
38
年
交
通
事
故
で
一
週

間
苦
し
ん
だ
末
に
亡
く
な
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
49
年
、
結
婚
間
も
な
い
7

歳
下
の
弟
が
石
灰
鉱
山
の
大
型
特
殊

車
の
転
倒
事
故
で
車
の
下
敷
き
に
な

り
圧
死
し
た
。
母
は
息
子
の
事
故
死

で
持
病
が
悪
化
し
、
後
を
追
う
よ
う

に
亡
く
な
っ
た
。

以
来
、
交
通
事
故
の
報
道
を
見
る

た
び
胸
が
痛
ん
だ
。
自
動
車
運
転
免

許
を
生
涯
、
取
得
し
ま
い
と
さ
え
考

え
た
。
と
は
言
え
車
社
会
。
職
場
の

上
司
の
勧
め
も
あ
っ
て
昭
和
61
年
に

北
九
州
市
の
職
場
の
近
く
の
自
動
車

学
校
で
免
許
を
取
得
し
た
。
翌
年
、

懇
意
な
職
場
の
知
人
が
中
古
車
を

譲
っ
て
く
れ
た
。
駐
車
場
は
自
宅
の

近
く
を
借
り
て
い
た
が
、
古
い
自
宅

を
建
て
替
え
る
時
、
自
宅
の
敷
地
内

に
駐
車
場
を
つ
く
っ
た
。
広
く
な
い

宅
地
を
考
慮
し
て
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と

玄
関
通
路
を
一
体
化
し
、
見
栄
え
が

良
い
よ
う
に
、
床
は
石
敷
き
と
し
、

正
面
に
は
庭
木
を
植
え
、
つ
く
ば
い

を
置
き
茶
道
を
し
て
い
る
妻
の
好
み

に
よ
り
小
坪
を
作
っ
た
。

以
来
36
年
間
、
車
の
恩
恵
に
預

か
っ
た
。
乗
り
換
え
た
車
は
普
通
車

2
台
、
軽
自
動
車
1
台
。
軽
自
動
車

に
は
カ
ー
ナ
ビ
を
付
け
た
。
そ
の
間
、

車
の
物
損
事
故
3
回
、
ス
ピ
ー
ド
違

反
罰
金
２
回
。
幸
い
人
身
事
故
は
起

こ
さ
な
か
っ
た
。

いろいろ考えて造った駐車場いろいろ考えて造った駐車場

中
年
か
ら
始
め
た
日
本
百
名
山
登

山
は
現
在
81
坐
登
頂
し
て
い
る
。
大

半
は
知
人
の
マ
イ
カ
ー
に
便
乗
し
た

が
、
晩
年
、
妻
と
二
人
だ
け
の
登
山

は
公
共
交
通
機
関
と
レ
ン
タ
カ
ー
を

併
用
し
た
。
平
成
16
年
6
月
に
北
海

道
の
後し

り

べ

し

や

ま

方
羊
蹄
山
（
標
高
１
８
９
８

㍍
）
に
登
っ
た
時
は
、
千
歳
空
港
ま

で
飛
行
機
で
行
き
カ
ー
ナ
ビ
付
き
レ

ン
タ
ー
カ
ー
を
借
り
た
。
知
ら
な
い

土
地
で
日
が
暮
れ
て
も
道
に
迷
わ
ず

宿
に
着
く
こ
と
が
で
き
、
カ
ー
ナ
ビ

の
便
利
さ
に
感
動
し
た
。

平
成
26
年
5
月
、
奈
良
県
大
峰

山
（
標
高
１
９
１
５
㍍
）
登
山
と
京

都
で
の
表
千
家
喜
寿
祝
賀
会
に
参
加

を
兼
ね
て
登
山
道
具
と
和
服
を
マ
イ

カ
ー
に
積
ん
で
フ
ェ
リ
ー
で
門
司
か

ら
大
阪
へ
向
か
っ
た
。

登
山
す
べ
く
積
雪
の
山
道
を
し
ば

ら
く
行
く
と
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
う
ま

く
い
か
な
い
。
降
り
て
よ
く
見
る
と

路
面
が
凍
結
。
前
進
を
あ
き
ら
め
た

が
Ｕ
タ
ー
ン
が
で
き
な
い
。
や
む
な

く
恐
る
恐
る
後
退
し
、
道
幅
の
広
い

場
所
を
探
し
て
凍
結
の
路
面
上
で
ハ

ン
ド
ル
を
何
度
も
切
り
返
し
Ｕ
タ
ー

ン
を
し
た
。
下
り
坂
を
慎
重
に
運
転

し
、
や
っ
と
の
思
い
で
凍
結
道
路
を

脱
出
し
た
。

予
定
を
変
更
し
て
大
阪
と
奈
良
の

境
界
に
あ
り
日
本
で
最
も
登
山
者
数

の
多
い
金
鋼
山
（
標
高
１
１
２
５
㍍
）

に
登
っ
た
。
翌
日
、
妻
は
国
立
京
都

国
際
会
館
で
の
茶
道
表
千
家
の
喜
寿



シニア大野城シニア大野城（17）第 157号（17）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

移
動
手
段
は
バ
ス
・
電
車

最高齢者賞
《男性》　仲村　和行さん　89歳　白木原
《女性》　川上　昌子さん　85歳　瓦　田

　３月３日（木）、中央地区ペタンク大
会を上大利の三兼池公園にて開催しまし
た。令和３年度は、大野城市連合会主催
のペタンク大会が新型コロナウイルス感
染症の影響で実施できなくなったため、
各地区で分散して開催しました。
　はじめに田中連合会長の激励のあいさ

つがあり、8 チーム 32 名が晴れ渡る天
候のもと試合開始。久し振りの大会に
皆さん気合いがみなぎる中、各コート
で白熱した戦いを繰り広げま
した。接戦の末、今大会は、
下大利チームが優勝されまし
た。おめでとうございます。

中央地区ペタンク大会 下大利チームが優勝

《大会結果》
優　勝　　下大利
準優勝　　瓦田 A
第 3位　　上大利 A

優勝に笑顔（下大利チーム）優勝に笑顔（下大利チーム）

の
お
祝
い
の
会
に
和
服
で
参
加
し

た
。
改
め
て
車
の
便
利
さ
と
路
面
凍

結
の
怖
さ
を
思
い
知
っ
た
。

宝
満
山
に
は
千
回
登
頂
を
平
成

17
年
4
月
に
達
成
し
た
。
太
宰
府
市

の
登
山
口
ま
で
は
マ
イ
カ
ー
で
向
か

う
。
勤
務
地
が
八
女
市
の
時
は
、
車

が
渋
滞
す
る
久
留
米
市
を
避
け
て
西

鉄
大
善
寺
駅
ま
で
は
電
車
で
行
き
、

大
善
寺
に
駐
車
し
て
い
る
マ
イ
カ
ー

で
八
女
市
ま
で
通
勤
し
た
。

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
部
の
活
動
で
直
接
、
会
員
宅
に

訪
問
す
る
時
は
カ
ー
ナ
ビ
が
役
立
っ

た
。
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
小
川
淳
二

名
誉
会
長
宅
へ
の
50
周
年
記
念
誌
執

筆
依
頼
の
訪
問
に
も
カ
ー
ナ
ビ
が
誘

導
し
て
く
れ
た
。

今
は
車
を
や
め
て
移
動
に
は
バ

ス
、
電
車
、
自
転
車
を
利
用
し
て
い

る
。
お
か
げ
で
バ
ス
、
電
車
の
時
間

を
ス
マ
ホ
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
寒
風
や

降
雨
時
の
徒
歩
、
手
荷
物
が
重
い
時

や
か
さ
ば
る
時
は
閉
口
す
る
。

飯
塚
市
の
妻
の
実
家
に
は
シ
ョ

ウ
ケ
越
え
で
マ
イ
カ
ー
で
行
っ
て

い
た
。
マ
イ
カ
ー
を
手
放
し
、
久
し

ぶ
り
に
バ
ス
を
利
用
し
て
天
神
経
由

で
飯
塚
へ
行
っ
た
。
天
神
バ
ス
セ
ン

タ
ー
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
飯
塚
バ

ス
セ
ン
タ
ー
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

名
称
が
変
わ
っ
て
い
た
。

マ
イ
カ
ー
で
見
慣
れ
た
車
窓
の
景

観
も
自
分
が
運
転
し
な
い
バ
ス
か
ら

眺
め
る
と
違
っ
た
趣
を
感
じ
る
。
バ

ス
を
昇
降
す
る
乗
客
の
姿
も
ゆ
っ
く

り
見
ら
れ
る
。
バ
ス
や
電
車
も
悪
く

な
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日

こ
の
頃
で
あ
る
。

いつまでもお元気でいつまでもお元気で



シニア大野城シニア大野城令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日 第157号（18）第 157号（18）

　前号「シニア大野城第 156 号」にて
お年玉クイズコーナーを掲載し、28 名
の方からご応募がありました。また、
クイズの解答とあわせて広報紙の感想
をいただきましたので、一部ご紹介し
ます。
　お寄せいただいた皆様ありがとうご
ざいました。

読者の声読者の声

白木原シニアクラブ　田中　慶治

　健康講演会「生活習慣病」がいい記
事でした。
　私は３年前に脳梗塞を患い、左上肢、
下肢に軽いマヒが生じました。52日間
の入院で我が家に戻ってきました。
　生き方のスタイルが一変しました。
酒のない日は考えられなかった１年
365 日の晩酌をぷっつりやめました。
それとひとりでの外出が思うようにな
らなくなり、妻頼りの日々となりまし
た。食事は妻が食材を吟味して、朝昼
夕と食べさせてくれますので、食生活
は患う前よりよくなりました。
　生活習慣の中で問題なのは運動量で
した。今では手の方はあまり不自由を
感じなくなりましたが、足の方が難儀
しました。しかし、リハビリを続けて
いますので、比較的軽症の状態にあり
ます。そして一番気をつけていること
は「転倒しない」ことです。
　自分の足で立ち、歩けるうちは、そ
の能力の範囲内で動くことにしようと
努力しています。
　年寄りふたり「老老監視」は欠かせ
ません。

瓦田シニアクラブ　松村　笙子

良かった記事は、瓦田シニアクラブ
の藤尾俊策様の「私のふるさと」で
す。記録、記憶、素晴らしい…。あ
の山、川、人々、郷愁をそそり感動
です。
　いつまでもお元気で。

下大利シニアクラブ　坂井　サダ子

　お年玉クイズは、認知症予防に大いに楽しんで、
頭の体操になりました。ありがとうございました。
　年頭のあいさつを読んで、元気いっぱいのシニ
アクラブの皆さんがコロナ禍で自粛生活を余儀な
くされ、どれだけの方が元の生活を待ちわびてい
るのか考えました。
　私のように膝痛の身には動けず、文芸、随筆に
目が輝き、日々書くことや読書、編み物と毎日悔
いがないように過ごしています。また、シニアク
ラブの活動紹介も大変おもしろく興味津々です。
次回の157号も楽しみに待っています。
　下大利白寿会は会員も増え、男
性会員さんや役員の皆さんたちが
はつらつと活動され、集いを毎回
楽しみに待っている私です。

山田シニアクラブ　松尾　正勝

　堀川正明さんの東京オリンピック雑感が印
象的でした。実に明解で当時を蘇らせるイン
パクトのある内容で感動しました。
　ちなみに前号の7ページの近藤由美子さ
んの記事は、私の投稿です。

上大利シニアクラブ　井上　善久

　広報部の皆様、第156号も楽しく読ませて
いただきました。私も広報部に席をおいてい
た時期がありましたが、このような広報紙が
できるのは広報部の皆様の企画や、それに応
える連合会の皆様の投稿などの協力のおかげ
だと思います。企画がすばらしく感じました。
　連合会にこのような形で投稿するのは初め
てですが、そういう気分になる広報紙でした。
今後の活躍に期待しています。

下筒井シニアクラブ　井上　貞子

　随筆ひろばの藤尾俊策さん（瓦田シニアクラブ）
の「私のふるさと」を読ませていただき、自分たち
の子どもの頃と何も変らず一緒だなあと懐かしく
昔を思い出した文章で、童心に帰ったようでした。
　そして、読み終えてから、幼馴染の2人へ久
しぶりに電話をして、子どもの頃に戻る楽しい１
日になりました。コロナが落ち着いたらゆっくり
会う約束までしました。元気で生きていたらね…
と。会える日を楽しみに、コロナに負けぬよう頑
張ります。



シニア大野城シニア大野城（19）第 157号（19）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

クイズの当選者クイズの当選者

石橋　 悌二さん（つつじ会）
大塚　 和子さん（南ヶ丘2区）
成瀬 スエ子さん（月の浦）
井上　 貞子さん（下筒井）
永里　　 勤さん（釜　蓋）

文武両道文武両道

シニア大野城第156号掲載シニア大野城第156号掲載
お年玉クイズの解答はお年玉クイズの解答は
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タテのかぎ ヨコのかぎ

  2　羊からとった毛。
  3　地下深く穴をほって地下水をくみ上げられるようにしたもの。
  4　新しく建物を建てること。また、その建物。
  5　さまざまな才能をもっていること。
  6　今日の朝。
  8　アフリカの川や湖にすむ、草食の動物。口が大きく胴が太い。
11　利益と損害。得と損。
13　国内の事業に投資される外国の資本。外国資本の略。
15　胃のかべから出てくる、食物を消化するための
　　 強い酸性の液体。
17　秋の低温期になるとすべての葉を落とし、
　　 来春に新しい葉を生じる樹木の総称。
18　テンジクネズミの別称。実験台として利用される人。
20　弟子になること。
22　歌を歌うことを仕事にしている人。歌い手。
24　言葉や文や記号が表す事がらや内容。理由や意図。
26　野生の鳥。
29　歴史のうえで、一定の基準によって区切った、
　　 かなり長い年月。
31　地球の表面で、水におおわれていない部分。
33　細長い棒状で断面が丸く、中が空になっているもの。

  1　女。
  4　ナラ、クリなどの枯れ木に生える食用きのこ。
　　 外面は褐色。肉は白色。
  7　粘土やセメントなどで作った管。
  9　丈の低い竹の総称。
10　子どもをあやしたり、世話をしたりすること。
12　その場にふさわしくないこと。
14　水や薬などで、のどや口をすすぐこと。
16　地中に打ち込んで目印や支柱にする棒。
19　家を抜け出し、どこかに行ってしまって帰らないこと。
21　四角形、または立方体や直方体のような形。
23　野球で走者が得点するために
　　 通過しなくてはならない地点。ベース。
25　新聞や雑誌の記事を集めたり、書いたりする人。
27　書かれた文字。書いてまとめた物。書物。
28　秋に木の葉が赤や黄などに色づくこと。
　　 また、その葉。カエデの別称。
30　その道で最もすぐれていること。
32　体の力がぬけること。
34　ばらばらのものを一つにまとめること。
35　初夏の長雨。または、そのじめじめした季節。

タテのかぎ ヨコのかぎ

  2　羊からとった毛。
  3　地下深く穴をほって地下水をくみ上げられるようにしたもの。
  4　新しく建物を建てること。また、その建物。
  5　さまざまな才能をもっていること。
  6　今日の朝。
  8　アフリカの川や湖にすむ、草食の動物。口が大きく胴が太い。
11　利益と損害。得と損。
13　国内の事業に投資される外国の資本。外国資本の略。
15　胃のかべから出てくる、食物を消化するための
　　 強い酸性の液体。
17　秋の低温期になるとすべての葉を落とし、
　　 来春に新しい葉を生じる樹木の総称。
18　テンジクネズミの別称。実験台として利用される人。
20　弟子になること。
22　歌を歌うことを仕事にしている人。歌い手。
24　言葉や文や記号が表す事がらや内容。理由や意図。
26　野生の鳥。
29　歴史のうえで、一定の基準によって区切った、
　　 かなり長い年月。
31　地球の表面で、水におおわれていない部分。
33　細長い棒状で断面が丸く、中が空になっているもの。

  1　女。
  4　ナラ、クリなどの枯れ木に生える食用きのこ。
　　 外面は褐色。肉は白色。
  7　粘土やセメントなどで作った管。
  9　丈の低い竹の総称。
10　子どもをあやしたり、世話をしたりすること。
12　その場にふさわしくないこと。
14　水や薬などで、のどや口をすすぐこと。
16　地中に打ち込んで目印や支柱にする棒。
19　家を抜け出し、どこかに行ってしまって帰らないこと。
21　四角形、または立方体や直方体のような形。
23　野球で走者が得点するために
　　 通過しなくてはならない地点。ベース。
25　新聞や雑誌の記事を集めたり、書いたりする人。
27　書かれた文字。書いてまとめた物。書物。
28　秋に木の葉が赤や黄などに色づくこと。
　　 また、その葉。カエデの別称。
30　その道で最もすぐれていること。
32　体の力がぬけること。
34　ばらばらのものを一つにまとめること。
35　初夏の長雨。または、そのじめじめした季節。

（宛��先）
〒 816-0934 大野城市曙町 2 丁目 3-2
大野城市シニアクラブ連合会 広報部 宛
TEL092-582-9950

（応募方法）
住所、シニアクラブ名、氏名、年齢、電話番号、広
報紙の感想を明記し、所属クラブの会長にお渡しい
ただくか、下記の住所まで郵送でご応募ください。

シニア大野城シニア大野城

クイズコーナークイズコーナー

《応募締切り》令和４年7月21日（木）

正解者の中から抽選で
5名様に粗品をプレゼント！

　タテ、ヨコのヒントをもとに答えを　タテ、ヨコのヒントをもとに答えを
見つけ出し、マスを埋めていきましょ見つけ出し、マスを埋めていきましょ
う。A～ Eのマスの文字を順に並べう。A～ Eのマスの文字を順に並べ
ると、ある花の名前が出来上がりますると、ある花の名前が出来上がります
ので、その答えを下記住所に広報部宛ので、その答えを下記住所に広報部宛
でお送りください。でお送りください。

AA BB CC DD EE
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南
ヶ
丘
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
北
島
　
ル
リ
子

南
ヶ
丘
１
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
北
島
　
ル
リ
子

今
朝
も
ま
た
ほ
ぼ
ほ
ぼ
な
れ
ど
健
や
か
に

今
朝
も
ま
た
ほ
ぼ
ほ
ぼ
な
れ
ど
健
や
か
に

　
　

覚
め
て
謝
す
わ
れ

　
　

覚
め
て
謝
す
わ
れ
亡亡つ

ま

つ

ま夫夫
にに
御御み
お
や

み
お
や祖祖
にに

寒
き
日
は
お
で
ん
に
限
る
こ
と
こ
と
と

寒
き
日
は
お
で
ん
に
限
る
こ
と
こ
と
と

　
　

煮
て
を
り
友
の
電
話
も
続
く

　
　

煮
て
を
り
友
の
電
話
も
続
く

亡亡つ

ま

つ

ま夫夫
あ
ら
ば
熱
澗
に
し
て
と
言
ふ
だ
ら
う

あ
ら
ば
熱
澗
に
し
て
と
言
ふ
だ
ら
う

　
　

御
猪
口
一
杯
陰
膳
に
添
ふ

　
　

御
猪
口
一
杯
陰
膳
に
添
ふ

半
年
の
宇
宙
ぐ
ら
し
を
聞
き
た
き
よ

半
年
の
宇
宙
ぐ
ら
し
を
聞
き
た
き
よ

　
　

星
出
飛
行
士
〈
希
望
〉
よ
り
帰
る

　
　

星
出
飛
行
士
〈
希
望
〉
よ
り
帰
る

亡
き
母
の
憧
れ
し
歌
人
繙
け
ば

亡
き
母
の
憧
れ
し
歌
人
繙
け
ば

　
　

観
音
の
ご
と
き
九
条
武
子
よ

　
　

観
音
の
ご
と
き
九
条
武
子
よ

自
ら
を
戒
め

自
ら
を
戒
め
他他ひ

と

ひ

と人人
に
心
寄
せ

に
心
寄
せ

　
　
　
　

一一ひ
と
よ

ひ
と
よ生生
送
り
し

送
り
し
亡亡は

は

は

は母母
に
重
な
る

に
重
な
る

短
　
歌

短
　
歌

俳
　
句

俳
　
句

門
松
を
創
り
て
飾
り
神
を
待
つ

門
松
を
創
り
て
飾
り
神
を
待
つ

去
年
今
年
夢
を
抱
き
て
越
年
す

去
年
今
年
夢
を
抱
き
て
越
年
す

棚
掛
け
に
大
根
吊
る
し
寒
日
干
し

棚
掛
け
に
大
根
吊
る
し
寒
日
干
し

山
颪
朝
霜
冷
気
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ば
し
け
り

山
颪
朝
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気
飛
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し
け
り

霜
降
り
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大
地
湿
ら
せ
冬
萌
え
す

霜
降
り
て
大
地
湿
ら
せ
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萌
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す

竹
を
切
り
櫓
を
組
み
し
ど
ん
ど
焼
き

竹
を
切
り
櫓
を
組
み
し
ど
ん
ど
焼
き

ど
ん
ど
焼
き
火
煙
浴
び
て
邪
気
払
う

ど
ん
ど
焼
き
火
煙
浴
び
て
邪
気
払
う

御
来
光
朝
の
満
月
御
対
面

御
来
光
朝
の
満
月
御
対
面

朝
霜
や
吐
く
息
白
き
散
歩
道

朝
霜
や
吐
く
息
白
き
散
歩
道

大
寒
に
布
団
一
枚
重
ね
寝
る

大
寒
に
布
団
一
枚
重
ね
寝
る

佐
賀
平
野
一
望
千
里
冬
に
入
る

佐
賀
平
野
一
望
千
里
冬
に
入
る

シ
ニ
ア
ツ
ア
ー
下
戸
も
土
産
の
古
酒
な
り
し

シ
ニ
ア
ツ
ア
ー
下
戸
も
土
産
の
古
酒
な
り
し

初
見
の
明
け
の
明
星
今
朝
の
春

初
見
の
明
け
の
明
星
今
朝
の
春

元
朝
の
輝
き
浴
び
て
誓
願
す

元
朝
の
輝
き
浴
び
て
誓
願
す

右
往
左
往

右
往
左
往
蝙蝙こ
う
も
り

こ
う
も
り蝠蝠
一
羽
入
館
す

一
羽
入
館
す

南
ヶ
丘

南
ヶ
丘
22
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
城
里
生
　
富
雄

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
城
里
生
　
富
雄

南
ヶ
丘

南
ヶ
丘
11
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
渡
辺
　
喜
美
子

区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
渡
辺
　
喜
美
子

　
「
滴
り
」

　
「
滴
り
」

盛
装
の
母
を
従
え
入
学
児

盛
装
の
母
を
従
え
入
学
児

対
岸
は
昔
花
街
月
お
ぼ
ろ

対
岸
は
昔
花
街
月
お
ぼ
ろ

葉
桜
や
閂
堅
き
大
手
門

葉
桜
や
閂
堅
き
大
手
門

降
ろ
さ
れ
て
安
堵
の
吐
息

降
ろ
さ
れ
て
安
堵
の
吐
息
鯉鯉こ
い
の
ぼ
り

こ
い
の
ぼ
り幟幟

漁
火
の
消
え
玄
海
の
五
月
闇

漁
火
の
消
え
玄
海
の
五
月
闇

ぼ
う
た
ん
の
一
片
崩
れ
総
崩
れ

ぼ
う
た
ん
の
一
片
崩
れ
総
崩
れ

滴
り
の
滴
り
を
待
つ
一
呼
吸

滴
り
の
滴
り
を
待
つ
一
呼
吸

少
年
に
羽
化
の
兆
や
初
浴
衣

少
年
に
羽
化
の
兆
や
初
浴
衣

こ
ど
も
農
園
の
び
の
び
と
草
茂
る

こ
ど
も
農
園
の
び
の
び
と
草
茂
る

日
傘
閉
じ
摩
文
仁
の
丘
に
立
ち
尽
く
す

日
傘
閉
じ
摩
文
仁
の
丘
に
立
ち
尽
く
す

上
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
荒
木
　
信
夫

上
大
利
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
荒
木
　
信
夫

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
に
鳴
く
や
四
十
雀

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
に
鳴
く
や
四
十
雀

　
　
　
　

ツ
ピ
ー
ツ
ピ
ー
ピ
ー
ツ
ピ
ー
ス（
平
和
）は
遠
い

ツ
ピ
ー
ツ
ピ
ー
ピ
ー
ツ
ピ
ー
ス（
平
和
）は
遠
い

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
停
戦
祈
る
姿
し
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
停
戦
祈
る
姿
し
て

　
　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
俯
き
て
咲
く

　
　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
俯
き
て
咲
く

捩
ぢ
曲
げ
て
煽
り
て
流
す
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

捩
ぢ
曲
げ
て
煽
り
て
流
す
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

　
　

停
戦
へ
の
道
又
も
遠
の
く

　
　

停
戦
へ
の
道
又
も
遠
の
く

地
下
壕
に
身
を
寄
せ
戦
く
人
々
の

地
下
壕
に
身
を
寄
せ
戦
く
人
々
の

　
　

真
を
報
じ
よ
ロ
シ
ア
全
土
に

　
　

真
を
報
じ
よ
ロ
シ
ア
全
土
に



シニア大野城シニア大野城（21）第 157号（21）第 157号 令和4年 5月 15日令和 4年 5月 15日

俳
　
句

俳
　
句

《
４　

月
》

《
４　

月
》

桜
待
つ
人
亡
く
な
り
て
咲
き
ほ
こ
る

桜
待
つ
人
亡
く
な
り
て
咲
き
ほ
こ
る

う
ら
ら
か
な
道
問
い
し
よ
り
道
づ
れ
に

う
ら
ら
か
な
道
問
い
し
よ
り
道
づ
れ
に

座
敷
ま
で
来
て
何
捜
す
春
の
夕

座
敷
ま
で
来
て
何
捜
す
春
の
夕

大
切
な
弔
辞
マ
ス
ク
の
ま
ま
で
言
う

大
切
な
弔
辞
マ
ス
ク
の
ま
ま
で
言
う

花
の
棺

花
の
棺
永永と

わ

と

わ遠遠
の
別
れ
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
別
れ
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

身
に
し
む
や
香
と
読
経
の
初
七
日
（
義
兄
の
死
）

身
に
し
む
や
香
と
読
経
の
初
七
日
（
義
兄
の
死
）

竪
琴
は
い
づ
こ
や
ビ
ル
マ
遠
き
春

竪
琴
は
い
づ
こ
や
ビ
ル
マ
遠
き
春
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

花
び
ら
が
蝶
の
よ
う
に
道
渡
る

花
び
ら
が
蝶
の
よ
う
に
道
渡
る

《
５　

月
》

《
５　

月
》

川
工
事
目
高
の
学
校
廃
校
に

川
工
事
目
高
の
学
校
廃
校
に

寺
の
鐘
音
も

寺
の
鐘
音
も
曇曇

く
ぐ
も

く
ぐ
も

るる
朧朧

お
ぼ
ろ

お
ぼ
ろ

の
夜
の
夜

記
念
日
は
東
京
タ
ワ
ー
昭
和
の
日

記
念
日
は
東
京
タ
ワ
ー
昭
和
の
日

峠
越
ゆ
激
し
風
音
竹
の
秋

峠
越
ゆ
激
し
風
音
竹
の
秋

花
め
づ
る
い
つ
も
ひ
と
り
と
な
り
し
今

花
め
づ
る
い
つ
も
ひ
と
り
と
な
り
し
今

梅
雨
に
入
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
報
届
く

梅
雨
に
入
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
報
届
く

師
と
歩
く
楠
の
若
葉
の
影
み
ど
り

師
と
歩
く
楠
の
若
葉
の
影
み
ど
り

��

（
船
小
屋
温
泉
の
楠
並
木
）

（
船
小
屋
温
泉
の
楠
並
木
）

若
草
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
井
手
口
　
京
子

若
草
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
井
手
口
　
京
子

め
ぐ
り
く
る
春
の
し
ぐ
れ
や
い
の
ち
水

め
ぐ
り
く
る
春
の
し
ぐ
れ
や
い
の
ち
水��

い
さ
お

い
さ
お

早
春
や
な
に
や
ら
予
感
充
ち
み
ち
て

早
春
や
な
に
や
ら
予
感
充
ち
み
ち
て

春
時
雨
霞
包
み
け
り
志
賀
の
島

春
時
雨
霞
包
み
け
り
志
賀
の
島��

え
い
こ

え
い
こ

散
歩
道
家
路
を
急
ぐ
春
時
雨

散
歩
道
家
路
を
急
ぐ
春
時
雨

早
春
や
コ
ロ
ナ
終
息
願
ふ
の
み

早
春
や
コ
ロ
ナ
終
息
願
ふ
の
み��

け
い
こ

け
い
こ

植
え
替
へ
し
鉢
に
や
さ
し
き
春
時
雨

植
え
替
へ
し
鉢
に
や
さ
し
き
春
時
雨

早
春
や
朝
の
陽
を
浴
び
深
呼
吸

早
春
や
朝
の
陽
を
浴
び
深
呼
吸��

さ
よ
こ

さ
よ
こ

早
春
や
気
も
浮
き
立
ち
て
草
を
摘
む

早
春
や
気
も
浮
き
立
ち
て
草
を
摘
む

通
学
路
駆
け
行
く
子
等
や
春
時
雨

通
学
路
駆
け
行
く
子
等
や
春
時
雨��

ま
さ
し

ま
さ
し

待
合
の
人
の
ざ
わ
め
き
春
時
雨

待
合
の
人
の
ざ
わ
め
き
春
時
雨

ま
だ
生
き
る
意
欲
溢
る
ゝ
春
時
雨

ま
だ
生
き
る
意
欲
溢
る
ゝ
春
時
雨��

蒼　

水

蒼　

水

早
春
や
早
寝
遅
起
き
老
一
人

早
春
や
早
寝
遅
起
き
老
一
人

下
大
利
白
寿
会
　
芙
蓉
俳
句
（
紙
上
俳
句
会
）

下
大
利
白
寿
会
　
芙
蓉
俳
句
（
紙
上
俳
句
会
）

　
兼
題
「
春
時
雨
、
早
春
」

　
兼
題
「
春
時
雨
、
早
春
」

《
６　

月
》

《
６　

月
》

籠
り
居
に
孤
独
の
大
百
合

籠
り
居
に
孤
独
の
大
百
合
多多た
わ
た
わ

に
活
け

に
活
け

夕
立
に
ず
ぶ
ぬ
れ

夕
立
に
ず
ぶ
ぬ
れ
畑畑は
た
は
た

の
喜
雨
と
な
り

の
喜
雨
と
な
り

我
八
十
路
ワ
ク
チ
ン
打
ち
て
梅
雨
に
入
る

我
八
十
路
ワ
ク
チ
ン
打
ち
て
梅
雨
に
入
る

汗
か
い
て
目
覚
め
て
今
朝
は
悪
夢
な
り

汗
か
い
て
目
覚
め
て
今
朝
は
悪
夢
な
り

手
仕
事
と
い
ふ
言
葉
好
き
梅
仕
事

手
仕
事
と
い
ふ
言
葉
好
き
梅
仕
事

雲
の
峰
明
治
の
祖
母
の
梅
仕
事

雲
の
峰
明
治
の
祖
母
の
梅
仕
事

飛
び
込
み
し
防
空
壕
は
蚊
と
み
み
ず

飛
び
込
み
し
防
空
壕
は
蚊
と
み
み
ず

��

（
昭
和
十
九
年
戦
時
下
）

（
昭
和
十
九
年
戦
時
下
）

さ
み
だ
れ
に
命
を
継
ぐ
苔
の
花

さ
み
だ
れ
に
命
を
継
ぐ
苔
の
花

《
７　

月
》

《
７　

月
》

一
人
居
が
何
と
か
八
十
路
初
西
瓜

一
人
居
が
何
と
か
八
十
路
初
西
瓜

乳
房
、
子
宮
な
く
し
た
友
の
螢
の
夜

乳
房
、
子
宮
な
く
し
た
友
の
螢
の
夜

激
し
か
り
モ
ミ
デ
ア
オ
イ
の
雨
に
た
え

激
し
か
り
モ
ミ
デ
ア
オ
イ
の
雨
に
た
え

生
き
返
る
雨
た
っ
ぷ
り
と
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ

生
き
返
る
雨
た
っ
ぷ
り
と
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ

一
大
事
礼
装
用
の
靴
の

一
大
事
礼
装
用
の
靴
の
黴黴か
び
か
び

亡
母
は
い
つ
も
何
か
し
て
い
た
梅
雨
の

亡
母
は
い
つ
も
何
か
し
て
い
た
梅
雨
の
夕夕ゆ
や
け

ゆ
や
け焼焼

「
た
だ
い
ま
！
」
と
祖
母
の
笑
顔
と

「
た
だ
い
ま
！
」
と
祖
母
の
笑
顔
と
蚊蚊か
や
り
こ
う

か
や
り
こ
う

遣
香
遣
香
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瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
藤
尾
　
俊
策

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
藤
尾
　
俊
策

厳
寒
に
耐
え
た

厳
寒
に
耐
え
た

ガ
ジ
ュ
マ
ル
に

ガ
ジ
ュ
マ
ル
に

よ
く
頑
張
っ
た
ネ

よ
く
頑
張
っ
た
ネ

と
水
を
や
り

と
水
を
や
り

新
緑
匂
う
初
夏
を
待
つ

新
緑
匂
う
初
夏
を
待
つ

7979
才
で
シ
ニ
ア
会
に
入
り

才
で
シ
ニ
ア
会
に
入
り

8080
才
で
Ｇ
ゴ
ル
フ
は
じ
め

才
で
Ｇ
ゴ
ル
フ
は
じ
め

8181
才
で
五
行
歌
を
知
り

才
で
五
行
歌
を
知
り

8282
才
で
カ
ラ
オ
ケ
教
室
へ

才
で
カ
ラ
オ
ケ
教
室
へ

8383
才
で
マ
ー
ジ
ャ
ン
部
へ

才
で
マ
ー
ジ
ャ
ン
部
へ

8686
才
で
ペ
タ
ン
ク
部
へ

才
で
ペ
タ
ン
ク
部
へ

日
々
是
努
力

日
々
是
努
力

懸
命
に
生
き
る

懸
命
に
生
き
る

一
年
一
年
を
大
切
に

一
年
一
年
を
大
切
に

一
日
一
日
を
大
切
に

一
日
一
日
を
大
切
に

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
光
吉
　
十
四
子

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
光
吉
　
十
四
子

五
行
歌

五
行
歌

露
を
含
ん
だ

露
を
含
ん
だ

若
葉
が
萌
え
る

若
葉
が
萌
え
る

や
つ
で　

松
の
芽　

さ
る
す
べ
り

や
つ
で　

松
の
芽　

さ
る
す
べ
り

す
ず
ら
ん
香
り
も
加
わ
っ
て

す
ず
ら
ん
香
り
も
加
わ
っ
て

お
さ
ん
ぽ
人
が
声
か
け
て

お
さ
ん
ぽ
人
が
声
か
け
て

兄
と
昔
話
し
始
め
た
ら

兄
と
昔
話
し
始
め
た
ら

油
紙
の
番
傘
だ
っ
た
な

油
紙
の
番
傘
だ
っ
た
な

お
も
や
い
か
さ
の
幼
少
期

お
も
や
い
か
さ
の
幼
少
期

重
た
か
っ
た
ぞ
雨
の
日
は

重
た
か
っ
た
ぞ
雨
の
日
は

寡
黙
の
口
元
少
年
の
笑
み

寡
黙
の
口
元
少
年
の
笑
み

ポ
ス
ト
を
あ
け
て
と
き
め
く
時
は

ポ
ス
ト
を
あ
け
て
と
き
め
く
時
は

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
新
聞
期
待

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
新
聞
期
待

尚
々
う
れ
し
さ
増
す
時
は

尚
々
う
れ
し
さ
増
す
時
は

う
さ
ぎ
の
切
手
が
そ
え
て
あ
る

う
さ
ぎ
の
切
手
が
そ
え
て
あ
る

幸
せ
頂
く
た
よ
り
で
す

幸
せ
頂
く
た
よ
り
で
す

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
小
河
　
三
代
子

瓦
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
小
河
　
三
代
子

ち
ら
つ
く
小
雪
の
中
の
山
茶
花

ち
ら
つ
く
小
雪
の
中
の
山
茶
花

真
っ
赤
な
花
の
中
に

真
っ
赤
な
花
の
中
に

小
鳥
が
三
羽

小
鳥
が
三
羽

蜜
を
吸
っ
て
い
る

蜜
を
吸
っ
て
い
る

た
く
さ
ん
お
食
べ

た
く
さ
ん
お
食
べ

五
人
五
人
姉姉き
ょ
う
だ
い

き
ょ
う
だ
い
弟弟
でで

豆
ま
き
大
合
戦
し
た

豆
ま
き
大
合
戦
し
た

子
供
時
代

子
供
時
代

今
は
一
人
静
か
に

今
は
一
人
静
か
に

恵
方
巻
食
す

恵
方
巻
食
す

我
が
家
の
梅
開
花

我
が
家
の
梅
開
花

蕗
の
と
う
も
顔
み
せ

蕗
の
と
う
も
顔
み
せ

準
備
Ｏ
Ｋ

準
備
Ｏ
Ｋ

春
の
到
来
を

春
の
到
来
を

待
つ
待
つ

所属クラブの会長に直接お渡しください。また
は、大野城市シニアクラブ連合会広報部までお
送りください。
※ 原稿には、投稿者の電話番号も記入してください。

投稿方法

大野城市シニアクラブ連合会
広報部 宛

☎ 092-582-9950

〒 816-0934

大野城市曙町 2 丁目 3-2
（総合福祉センター 2F）

��宛�先

「シニア大野城 第158 号」

　ただいま、次回「シニア大野城第 158 号」
に掲載する原稿を募集しています。文芸作
品や活動紹介など、ジャンルは問いません。
お気軽にご投稿ください。

など

原稿締切日 令和４年7月21日（木）

原 稿 募 集原 稿 募 集

クラブ活動紹介

随筆： テーマ「今だから話せる話」

文芸作品
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楽
し
い
研
修
旅
行

楽
し
い
研
修
旅
行

表紙説明表紙説明
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
つ
つ
じ
会

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
つ
つ
じ
会

��

会
長
　
小
川
　
隆
夫

会
長
　
小
川
　
隆
夫

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
つ
つ
じ
会
は
、
大
野
城
市
南

部
に
あ
る
つ
つ
じ
ヶ
丘
区
に
て
発
足
さ
れ
、
今

年
で
25
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は

73
名
で
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
自
粛
活
動
が
続
き
、
毎
月
の
例

会
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
行
事
が
十
分
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
日
帰
り
、
一
泊
の
親
睦
研

修
旅
行
は
年
２
～
３
回
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
活
動
の
自
粛
が
少
し
ゆ
る
ん
だ
12
月
７
日

に
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
し
た
上

で
、
日
帰
り
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
員
み
ん
な
で
お
い
し
い
食

事
に
舌
鼓
を
打
ち
、
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
以
前
の
生
活
の
よ
う

に
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
揃
っ
て
行
事
に
参
加
し

た
り
、
の
び
の
び
と
運
動
が
で
き
る
日
が
一
日

で
も
早
く
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
号
は
令
和
４
年
度
大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
総
会
の
資
料
が
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
占
め
て
い
ま
す
。

総
会
の
資
料
な
ど
興
味
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大

野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
と
っ
て
は
大
事
な
行

事
の
一
つ
で
す
。
総
会
は
前
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
、

今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
承
認
な
ど
の
最
高

意
思
決
定
機
関
で
す
。
団
体
の
運
営
は
こ
の
よ
う
な
手

続
き
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
面
倒
く
さ
い
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
も
民
主
的
運
営
の

ル
ー
ル
で
す
。

　

今
年
度
も
「
活
力
あ
る
長
寿
社
会
」
を
目
指
し
て
元

気
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
古
賀
）

◆
編
集
後
記

訃 報

謹んでお悔やみ申し上げます

【シニアクラブつつじ会】【シニアクラブつつじ会】
森　　平蔵（78）　令和 3 年 12 月森　　平蔵（78）　令和 3 年 12 月

【乙金シニアクラブ】【乙金シニアクラブ】
倉田 　　寛（87）　令和４年１月倉田 　　寛（87）　令和４年１月

《訂正とお詫び》
本誌第156号に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。

◆シニア大野城第１５６号� （令和4年1月15日）
　4ページ
「第 34回グラウンド・ゴルフ大会」大会結果
（誤）準優勝　甲斐　良子（乙金シニアクラブ）
（正）準優勝　甲斐　良子（乙金東シニアクラブ）

【乙金東シニアクラブ】

永峯　祐子 昭和 27 年生まれ
宮木　正則 昭和 21 年生まれ

【瓦田シニアクラブ】

藤田 　　實 昭和 24 年生まれ
山崎 　照子 昭和 11 年生まれ

【シニアクラブつつじ会】

小田 　優子 昭和 37 年生まれ

【平野台シニアクラブ

古賀 　照子 昭和 19 年生まれ

新入会員紹介 （敬称略）

皆さんのご活躍を祈念いたします
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私たちは大野城市シニアクラブ連合会の活動を応援しています

「シニア大野城」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

このたびは『シニア大野城』の発行にあたりまして広告の掲載をいただき誠にありがとうございました。
本紙は、会員が豊かで幸せな生活を送れるように願って発行いたしております。
これからも末永きご厚誼、ご支援を賜りますようお願い申しあげます。� （大野城市シニアクラブ連合会）

広告協賛の

お礼

【写真左から】
広報部長：古賀武生（下大利）
福祉部長：権藤邦彦（南ヶ丘2区）
事務局長：豊永蘭子（南ヶ丘1区）
副会長：鬼塚春光（雑餉隈町）
会長：田中泰彦（瓦田）
副会長：藤千賀子（井の口）
経理部長：萩尾幸紀（瓦田）
体育部長：羽多野隆司（釜蓋）
女性部長：末吉博子（月の浦）

　4月22日（金）、大野城市まどかぴあ多目的ホールにて令和4年度通常総会を開催しました。
　議事では、第 1号議案の令和 3年度の事業報告から第 6号議案の令和 4年度の収支予算
まで審議が行われ、原案通りにすべて可決されました。

異議なく可決異議なく可決

活力ある長寿社会へ活力ある長寿社会へ
令和 4 年度通常総会

令和 4 年度役員の皆さん


